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平 成 24 年 度 学 校 経 営 方 針 

 校長 今村 理恵 

１ 学校教育目標  

  ○健康で明るい子ども  ◎よく考え工夫する子ども ○思いやりのある子ども 

☆本年度の重点行動目標 「よく考え工夫する子ども」 

    自分の考えがもてる、進んでやろうとする、友達や周囲の人々との関わ

りの中から学ぼうとする児童の姿 

２ 学校経営の柱 

  人も自分も大切にできる心豊かな子供の育成のために 

◇豊かな心の育成と確かな学力の徹底から人も自分も大切にできる児童を育てる。 

◇どんな環境にあってもたくましく生きていこうとする心身を育てる。 

◇特別支援教育や教育相談の校内体制の充実を図り、豊かな人間関係を育てる。 

◇保護者・地域等との連携を深め、期待に応えていく。 

 ＜学校経営方針のキーワード＞  学ぶ楽しさ 生きる喜びにあふれる学校 

   ◇学ぶ楽しさにあふれるために 

     子供が基礎的・基本的な学力をしっかり身に付け、自ら学び、自ら考え、意欲

や達成感をもてるように日々の授業改善に取り組み、授業力を高める。 

   ◇生きる喜びにあふれるために 

     自他共に尊重し合い、認め合い、命と人権を大切にする教育を教職員のベクト

ルを一つにして進めていく。 

３ 目指す学校・目指す子供 

目指す学校 

◇確かな学力が身に付く学校 

◇全ての子供の心と体が育つ学校 

◇保護者・地域と共生する学校 

目指す子供 

☆自己肯定感をもち、周囲との関わりの中から学べる子供 

☆自分の思いや考えを伝えることができる子供 

☆他者理解に努め、思いやりの心をもって共に生きようとする子供 

４ 教育目標の具現のための今年度の重点 

１ 学力の向上 

・確かな学力の定着と生きて働く学力を身に付ける。 

２ 豊かな心の育成 

  ・自己・他者の相互理解に基づく豊かな人間関係を構築する。 

３ 体力の向上 

  ・困難に打ち勝つたくましい心身を育成する。 

４ 組織体制の充実 

  ・組織体制の見直しと教育目標の具現化を図る教育活動を実践する。 

５ 開かれた学校づくり 

  ・家庭地域との連携推進策の具現化を図り、共に児童を育てる関係を作る。 


